
(57)【要約】

【課題】 高速回転での使用に有利でしかも耐久性に優

れている燃料電池装置を提供する。

【解決手段】　燃料電池用過給機6は、回転軸13の一側

にインペラ15を有している圧縮機12と、圧縮機12の回転

軸13の他側に設けられたタービン16とを有している。イ

ンペラ15の回転によって燃料電池スタック2に圧縮空気

が供給されるとともに、燃料電池スタック2から排気さ

れた排気空気によってタービン16が回転させられている

。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 燃 料 電 池 ス タ ッ ク お よ び 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に 空 気 を 圧 縮 し て 供 給 す る 燃 料 電 池 用 過 給 機
を 備 え て い る 燃 料 電 池 装 置 に お い て 、
　 過 給 機 は 、 回 転 軸 の 一 側 に イ ン ペ ラ を 有 し て い る 圧 縮 機 と 、 圧 縮 機 の 回 転 軸 の 他 側 に 設
け ら れ た タ ー ビ ン と を 有 し て お り 、 イ ン ペ ラ の 回 転 に よ っ て 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に 圧 縮 空 気
が 供 給 さ れ る と と も に 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク か ら 排 気 さ れ た 排 気 空 気 に よ っ て タ ー ビ ン が 回
転 さ せ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 圧 縮 機 の 回 転 軸 を 支 持 す る 軸 受 装 置 は 、 回 転 軸 に 同 心 状 に 設 け ら れ て 回 転 軸 を 径 方 向 か
ら 支 持 す る １ 対 の ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 と 、 回 転 軸 に 軸 方 向 か ら 対 向 さ せ ら れ て 回 転 軸 を
軸 方 向 か ら 支 持 す る １ 対 の ア キ シ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ の 燃 料 電 池 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 水 素 お よ び 酸 素 か ら エ ネ ル ギ ー を 生 成 す る 燃 料 電 池 装 置 に 関 し 、 特 に 、 自
動 車 へ の 搭 載 に 適 し た 燃 料 電 池 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 燃 料 電 池 を 搭 載 し て 走 行 す る 燃 料 電 池 車 は 、 そ の プ ロ ト タ イ プ が 既 に 製 造 さ れ て お り 、
特 許 文 献 １ に は 、 燃 料 電 池 車 の 燃 料 電 池 に 圧 縮 空 気 を 供 給 す る た め の 過 給 機 に 適 す る も の
と し て 、 ス ク ロ ー ル 型 圧 縮 機 を 備 え た も の が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ７ ０ ７ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 燃 料 電 池 車 で 使 用 さ れ る 燃 料 電 池 装 置 に お い て は 、 そ の 効 率 向 上 が 重 要 な 課 題 と な っ て
お り 、 過 給 機 に 対 し て も 、 よ り 一 層 の 効 率 向 上 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の ス ク ロ ー ル 型 圧 縮 機 で は 、 燃 料 電 池 で 発 電 さ れ た 電 気
の 一 部 が 過 給 機 の 駆 動 に 使 用 さ れ て い る と と も に 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に 供 給 さ れ た 後 の 圧
縮 空 気 は 、 排 気 さ れ て 有 効 に 利 用 さ れ て い な い た め 、 燃 料 電 池 装 置 全 体 の 効 率 が 低 い と い
う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に 供 給 さ れ た 後 の 圧 縮 空 気 を 有 効 に 利 用 す る こ と
に よ り 、 総 合 効 率 を 向 上 さ せ た 燃 料 電 池 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に よ る 燃 料 電 池 装 置 は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク お よ び 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に 空 気 を 圧
縮 し て 供 給 す る 燃 料 電 池 用 過 給 機 を 備 え て い る 燃 料 電 池 装 置 に お い て 、 過 給 機 は 、 回 転 軸
の 一 側 に イ ン ペ ラ を 有 し て い る 圧 縮 機 と 、 圧 縮 機 の 回 転 軸 の 他 側 に 設 け ら れ た タ ー ビ ン と
を 有 し て お り 、 イ ン ペ ラ の 回 転 に よ っ て 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に 圧 縮 空 気 が 供 給 さ れ る と と も
に 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク か ら 排 気 さ れ た 排 気 空 気 に よ っ て タ ー ビ ン が 回 転 さ せ ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 圧 縮 機 は 、 電 動 式 の タ ー ボ 型 空 気 圧 縮 機 と さ れ 、 圧 縮 機 イ ン ペ ラ 側 か ら 燃 料 電 池 ス タ ッ
ク に 圧 縮 空 気 が 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク で 反 応 し た 後 の 排 気 空 気 は 、 タ ー
ビ ン 側 へ 供 給 さ れ 、 圧 縮 機 回 転 軸 の 回 転 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 燃 料 電 池 ス タ ッ ク か ら 排 気 さ れ た 空 気 を タ ー ビ ン に 送 る 排 気 空 気 通 路 に は 、 回 転 状 態 に
応 じ て タ ー ビ ン 側 に 送 ら れ る 排 気 空 気 の 流 量 を 調 整 す る 流 量 調 整 バ ル ブ が 設 け ら れ て い る
こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 自 動 車 の 通 常 走 行 時 （ 回 転 軸 の 高 速 回 転 時 ） に は 、 バ ル ブ が
全 開 と さ れ て 、 排 気 空 気 は タ ー ビ ン を 回 転 さ せ て か ら タ ー ビ ン ハ ウ ジ ン グ の 排 気 口 か ら 排
出 さ れ 、 自 動 車 の 減 速 時 な ど の 省 電 力 状 態 で は 、 タ ー ビ ン 側 の イ ナ ー シ ャ 改 善 の た め 、 バ
ル ブ が 一 部 開 放 ま た は 全 閉 と さ れ て 、 排 気 空 気 の 一 部 ま た は 全 部 が 排 気 空 気 通 路 途 中 か ら
外 部 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 圧 縮 機 の 回 転 軸 を 支 持 す る 軸 受 装 置 は 、 回 転 軸 に 同 心 状 に 設 け ら れ て 回 転 軸 を 径 方 向 か
ら 支 持 す る １ 対 の ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 と 、 回 転 軸 に 軸 方 向 か ら 対 向 さ せ ら れ て 回 転 軸 を
軸 方 向 か ら 支 持 す る １ 対 の ア キ シ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 と を 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 は 、 例 え ば 、 回 転 軸 に 径 方 向 か ら 対 向 す る 軸 受 面 を 持 つ 可 撓 性 の
軸 受 フ ォ イ ル と 、 軸 受 フ ォ イ ル を 支 持 す る 弾 性 体 と 、 軸 受 フ ォ イ ル お よ び 弾 性 体 を 回 転 軸
と の 間 に 保 持 す る 軸 受 ハ ウ ジ ン グ と を 備 え て い る も の と さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ア キ シ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 は 、 回 転 軸 に 軸 方 向 か ら 対 向 す る 軸 受 面 を 持 つ 可 撓 性 の
軸 受 フ ォ イ ル と 、 軸 受 フ ォ イ ル を 支 持 す る 弾 性 体 と 、 軸 受 フ ォ イ ル お よ び 弾 性 体 を 回 転 軸
と の 間 に 保 持 す る 軸 受 ハ ウ ジ ン グ と を 備 え て い る も の と さ れ る 。 回 転 軸 に は 、 ス ラ ス ト 板
と し て 機 能 す る フ ラ ン ジ 部 が 設 け ら れ 、 １ 対 の ア キ シ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 は 、 こ の フ ラ ン ジ
部 を 介 し て 対 向 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 フ ォ イ ル 軸 受 に よ る と 、 回 転 軸 の 回 転 時 に は 、 周 囲 の 空 気 が 軸 受 フ ォ イ ル と 回 転 軸
と の 間 に 引 き 込 ま れ て 圧 力 （ 動 圧 ） を 発 生 す る こ と に よ り 、 非 接 触 で 回 転 軸 が 保 持 さ れ る
。 し た が っ て 、 回 転 軸 が 径 方 向 お よ び 軸 方 向 の 両 方 か ら フ ォ イ ル 軸 受 に 支 持 さ れ て い る こ
と に よ り 、 高 速 回 転 に よ る 軸 受 の 疲 労 寿 命 の 低 下 が 抑 え ら れ 、 ま た 、 潤 滑 の た め の オ イ ル
を 循 環 さ せ る た め の 機 能 が 不 要 と な る の で 、 過 給 機 の 小 型 化 が 図 ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 の 燃 料 電 池 装 置 に よ る と 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に お い て 発 電 用 に 使 用 さ れ た 圧 縮
空 気 が 反 応 後 に 圧 縮 機 の 回 転 軸 を 回 転 さ せ る た め に 有 効 利 用 さ れ る の で 、 圧 縮 機 の 消 費 電
力 を 削 減 す る こ と が で き 、 燃 料 電 池 装 置 と し て の 効 率 が 向 上 し 、 ま た 、 圧 縮 機 の 出 力 容 量
を 低 減 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 小 型 化 お よ び コ ス ト ダ ウ ン も 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 以 下 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 図 ２ の
右 を 前 、 左 を 後 と い う も の と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 に よ る 燃 料 電 池 装 置 を 車 載 用 に 適 用 し た 場 合 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 燃
料 電 池 装 置 (1)は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク (2)と 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク (2)か ら 供 給 さ れ る 電 力 を
制 御 す る 電 力 制 御 装 置 (3)と 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク (2)に 水 素 を 供 給 す る 高 圧 水 素 タ ン ク (4)
お よ び 水 素 ポ ン プ (5)と 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク (2)に 圧 縮 空 気 を 供 給 す る 過 給 機 (6)と 、 過 給
機 (6)で 得 ら れ た 圧 縮 空 気 を 加 湿 す る 加 湿 器 (7)と 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク (2)お よ び 電 力 制 御
装 置 (3)を 冷 却 す る 冷 却 装 置 (8)と を 備 え て お り 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク (2)で 得 ら れ た 電 気 エ
ネ ル ギ ー に よ っ て 自 動 車 を 走 行 さ せ る た め の 電 動 機 (9)が 駆 動 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 燃 料 電 池 用 過 給 機 (6)は 、 ケ ー シ ン グ (11)内 に 設 け ら れ た 圧 縮 機 (12
)と 、 圧 縮 機 (12)の 回 転 軸 (13)を 支 持 す る 軸 受 装 置 (14)と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ケ ー シ ン グ (11)は 、 前 側 の 回 転 軸 支 持 部 (11a)と 、 後 側 の 気 体 流 通 部 (11b)と か ら 構 成 さ
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れ て い る 。 気 体 流 通 部 (11b)内 の 空 間 の 後 端 に 気 体 流 入 路 (11c)が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 圧 縮 機 (12)は 、 前 後 方 向 の 水 平 軸 上 に 配 置 さ れ た 略 円 筒 状 の 密 閉 ケ ー シ ン グ (11)の 内 側
で 水 平 軸 状 の 回 転 軸 (13)が 回 転 す る も の で 、 電 動 式 の タ ー ボ 型 空 気 圧 縮 機 と さ れ て い る 。
す な わ ち 、 回 転 軸 支 持 部 (11a)内 の 空 間 内 に 配 置 さ れ て い る 水 平 状 回 転 軸 (13)の 後 端 側 に
、 気 体 流 通 部 内 (11b)の 空 間 内 に 位 置 す る イ ン ペ ラ (15)が 設 け ら れ て お り 、 回 転 軸 (13)の
前 端 側 に 、 タ ー ビ ン (16)が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 回 転 軸 支 持 部 (11a)の 内 周 に 、 回 転 軸 (13)を 高 速 回 転 さ せ る ビ ル ト イ ン 型 電 動 機 (20)、
回 転 軸 (13)を 径 方 向 か ら 支 持 す る 前 後 １ 対 の ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 (21)(22)、 お よ び 回 転
軸 (13)を ア キ シ ア ル 方 向 （ 前 後 方 向 ） か ら 支 持 す る 前 後 １ 対 の ア キ シ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 (2
3)(24)が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 電 動 機 (20)は 、 回 転 軸 支 持 部 (11a)側 に 設 け ら れ た ス テ ー タ (20a)お よ び 回 転 軸 (13)側 に
設 け ら れ た ロ ー タ (20b)か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 電 動 機 (20)に よ っ て 回 転 軸 (13)が 回 転 さ せ ら れ る こ と に よ り 、 イ ン ペ ラ (15)が 回 転 し 、
イ ン ペ ラ (15)の 回 転 に よ り 、 空 気 が 、 気 体 流 入 路 (11c)か ら 気 体 流 通 部 (11b)内 の 空 間 (11d
)に 流 入 し 、 同 空 間 (11d)内 で 圧 縮 さ れ 、 同 空 間 (11d)に 通 じ る 圧 縮 空 気 通 路 (17)を 介 し て
燃 料 電 池 ス タ ッ ク (2)の 酸 素 側 電 極 部 (2a)に 供 給 さ れ る 。 燃 料 電 池 ス タ ッ ク (2)の 水 素 側 電
極 部 (2a)に は 水 素 が 供 給 さ れ 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク (2)で は 、 水 素 と 酸 素 と の 化 学 反 応 に よ
っ て 電 気 エ ネ ル ギ ー が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 燃 料 電 池 ス タ ッ ク (2)で 反 応 し た 後 の 排 気 空 気 は 、 排 気 空 気 通 路 (18)を 介 し て タ ー ビ ン (
16)側 へ 供 給 さ れ 、 こ れ に よ り 、 タ ー ビ ン (16)が 回 転 さ せ ら れ 、 従 来 廃 棄 さ れ て い た エ ネ
ル ギ ー が 圧 縮 機 (12)の 回 転 軸 (13)の 回 転 に 有 効 利 用 さ れ る 。 排 気 空 気 通 路 (18)に は 、 回 転
状 態 に 応 じ て タ ー ビ ン (16)側 に 送 ら れ る 排 気 空 気 の 流 量 を 調 整 す る 流 量 調 整 バ ル ブ (18a)
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 軸 受 装 置 (14)は 、 前 後 ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 (21)(22)お よ び 前 後 ア キ シ ア ル フ ォ イ ル 軸
受 (23)(24)に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 (21)(22)は 、 回 転 軸 大 径 部 (32)(33)の 径 方
向 外 側 に 軸 受 隙 間 (44)を 隔 て て 配 置 さ れ る 可 撓 性 を 有 す る ト ッ プ フ ォ イ ル （ 軸 受 フ ォ イ ル
） (41)と 、 こ の ト ッ プ フ ォ イ ル (41)の 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ る バ ン プ フ ォ イ ル （ 弾 性 体 ）
(42)と 、 こ の バ ン プ フ ォ イ ル (42)の 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ る 外 輪 （ 軸 受 ハ ウ ジ ン グ ） (43)
と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ト ッ プ フ ォ イ ル (41)は 、 帯 状 ス テ ン レ ス 鋼 板 製 で 、 帯 状 ス テ ン レ ス 鋼 板 を そ の 長 手 方 向
の 両 端 が 隣 接 す る よ う に ロ ー ル 加 工 で 周 方 向 の 重 な り が な い 円 筒 形 に 成 形 し た 後 、 こ の 円
筒 形 に 成 形 さ れ た 鋼 板 の 一 端 部 の 軸 方 向 の 両 端 部 を 径 方 向 に 切 り 起 こ し て 先 端 を 屈 曲 さ せ
て 形 成 さ れ て い る 。 切 り 起 こ さ れ た 部 分 以 外 の 円 筒 部 (41a)が ト ッ プ フ ォ イ ル の 主 部 に な
っ て お り 、 切 り 起 こ さ れ た 部 分 (41b)が ト ッ プ フ ォ イ ル (41)の 係 合 部 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 バ ン プ フ ォ イ ル (42)は 、 ス テ ン レ ス 鋼 製 の 波 形 板 材 を 円 筒 形 に 成 形 し た 円 筒 部 (42a)と
、 円 筒 部 (42a)の 一 端 に 連 な り 円 筒 部 (42a)の 径 方 向 外 側 に 位 置 す る 係 合 部 (42b)と か ら な
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 外 輪 (43)の 内 周 面 に は 、 略 径 方 向 に 延 び る 係 合 溝 (43a)が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 バ
ン プ フ ォ イ ル (42)の 円 筒 部 (42a)が 外 輪 (43)の 内 周 面 に 沿 う よ う に 配 置 さ れ て 、 そ の 係 合
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部 (42b)が 外 輪 (43)の 係 合 溝 (43a)に 係 合 さ せ ら れ る こ と に よ り 、 バ ン プ フ ォ イ ル (42)が 外
輪 (43)に 取 り 付 け ら れ 、 こ の バ ン プ フ ォ イ ル (42)と 回 転 軸 大 径 部 (32)(33)と の 間 に ト ッ プ
フ ォ イ ル (41)の 円 筒 部 (41a)が 介 在 さ せ ら れ る と と も に 、 そ の 係 合 部 (41b)が 外 輪 (43)の 係
合 溝 (43a)に 係 合 さ せ ら れ る こ と に よ り 、 ト ッ プ フ ォ イ ル (41)が 外 輪 (43)に 取 り 付 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 (21)(22)は 、 ト ッ プ フ ォ イ ル (41)が 帯 状 ス テ ン レ ス 鋼 板 を そ の 長
手 方 向 の 両 端 が 隣 接 す る よ う に ロ ー ル 加 工 で 周 方 向 の 重 な り が な い 円 筒 形 に 成 形 さ れ て い
る の で 、 曲 率 半 径 が 一 定 で 真 円 度 が 高 い も の と な っ て い る こ と か ら 、 回 転 軸 (13)の 支 持 性
能 が 高 く か つ 回 転 軸 (13)の 浮 上 特 性 も 良 好 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 ア キ シ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 (23)(24)は 、 ケ ー シ ン グ (11)に 固 定 さ れ
た 軸 受 ハ ウ ジ ン グ (51)と 、 軸 受 ハ ウ ジ ン グ (51)と 回 転 軸 (13)の フ ラ ン ジ 部 (34)と の 間 の 周
方 向 に 配 置 さ れ 一 端 が 軸 受 ハ ウ ジ ン グ (51)に 固 定 さ れ た 複 数 の 可 撓 性 フ ォ イ ル 片 (52a)か
ら な る 軸 受 フ ォ イ ル (52)と 、 軸 受 フ ォ イ ル (52)と 軸 受 ハ ウ ジ ン グ (51)と の 間 に 配 置 さ れ 軸
受 フ ォ イ ル (52)を 弾 性 支 持 す る 弾 性 体 (53)と か ら な る 。 回 転 軸 (13)の フ ラ ン ジ 部 (34)は 、
ア キ シ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 (23)(24)に お い て 、 軸 受 ハ ウ ジ ン グ (51)に 対 向 し 回 転 軸 (13)と 一
体 に 回 転 す る ス ラ ス ト 板 と し て 機 能 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 図 示 省 略 す る が 、 ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 (21)(22)お よ び ア キ シ ア ル フ ォ イ ル 軸 受
(23)(24)は 、 上 記 の も の に 限 ら れ る も の で は な く 、 ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 は 、 回 転 軸 (13)
に 対 向 す る 軸 受 面 を 持 つ 複 数 の 可 撓 性 フ ォ イ ル 片 か ら な る 軸 受 フ ォ イ ル と 、 軸 受 フ ォ イ ル
を 回 転 軸 (13)と の 間 に 保 持 す る 軸 受 ハ ウ ジ ン グ と を 備 え て い る も の で あ っ て も よ く 、 ア キ
シ ア ル フ ォ イ ル 軸 受 は 、 回 転 軸 フ ラ ン ジ 部 (34)に 対 向 す る 軸 受 面 を 持 つ 可 撓 性 の ト ッ プ フ
ォ イ ル （ 軸 受 フ ォ イ ル ） と 、 ト ッ プ フ ォ イ ル を 支 持 す る バ ン プ フ ォ イ ル （ 弾 性 体 ） と 、 ト
ッ プ フ ォ イ ル お よ び バ ン プ フ ォ イ ル を 回 転 軸 フ ラ ン ジ 部 (34)と の 間 に 保 持 す る 軸 受 ハ ウ ジ
ン グ と を 備 え て い る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 燃 料 電 池 用 過 給 機 (6)に よ る と 、 圧 縮 機 (12)の 回 転 軸 (13)の 回 転 時 に は 、 周 囲 の 空
気 が フ ォ イ ル 軸 受 (21)(22)(23)(24)の 軸 受 フ ォ イ ル (41)(52)と 回 転 軸 (13)と の 間 に 引 き 込
ま れ て 圧 力 （ 動 圧 ） を 発 生 す る こ と に よ り 、 回 転 軸 (13)が 径 方 向 お よ び 軸 方 向 の 両 方 か ら
フ ォ イ ル 軸 受 (21)(22)(23)(24)に 非 接 触 支 持 さ れ 、 高 速 回 転 に よ る 軸 受 (21)(22)(23)(24)
の 疲 労 寿 命 の 低 下 が 抑 え ら れ る 。 そ し て 、 自 動 車 の 通 常 走 行 時 （ 回 転 軸 の 高 速 回 転 時 ） に
は 、 タ ー ビ ン (16)に 排 気 空 気 を 送 る 排 気 空 気 通 路 (18)途 中 に 設 け ら れ た 流 量 調 整 バ ル ブ (1
8a)が 全 開 と さ れ て 、 排 気 空 気 は タ ー ビ ン (16)を 回 転 さ せ て か ら タ ー ビ ン ハ ウ ジ ン グ (19)
の 排 気 口 (19a)か ら 排 出 さ れ 、 こ れ に よ り 、 圧 縮 機 (12)の 消 費 パ ワ ー が 削 減 さ れ 、 そ の 回
転 効 率 が 高 い も の と な る 。 ま た 、 自 動 車 の 減 速 時 な ど の 省 電 力 状 態 で は 、 流 量 調 整 バ ル ブ
(18a)が 一 部 開 放 ま た は 全 閉 と さ れ て 、 排 気 空 気 の 一 部 ま た は 全 部 が 排 気 空 気 通 路 (18)途
中 に 設 け ら れ た 排 出 通 路 (18b)を 介 し て 外 部 に 排 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 タ ー ビ ン (16)側
の イ ナ ー シ ャ が 改 善 さ れ 、 省 電 力 時 に お け る 効 率 も 高 い も の と さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 に よ る 燃 料 電 池 装 置 が 使 用 さ れ る 燃 料 電 池 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 こ の 発 明 に よ る 燃 料 電 池 装 置 を 模 式 的 に 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 こ の 発 明 に よ る 燃 料 電 池 用 過 給 機 で 使 用 さ れ て い る ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸
受 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 こ の 発 明 に よ る 燃 料 電 池 用 過 給 機 で 使 用 さ れ て い る ア キ シ ア ル フ ォ イ ル
軸 受 を 示 す 図 で 、 図 ４ （ ａ ） は 拡 大 縦 断 面 図 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 周 方 向 に 沿 う 断 面 図 で あ る
。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
(1)　 　 　 　 燃 料 電 池 装 置
(2)　 　 　 　 燃 料 電 池
(6)　 　 　 　 燃 料 電 池 用 過 給 機
(11)　 　  　 ケ ー シ ン グ
(12)　 　  　 圧 縮 機
(13)　 　  　 回 転 軸
(14)　 　  　 軸 受 装 置
(15) 　 　 　 イ ン ペ ラ
(16) 　 　 　 タ ー ビ ン
(21)(22)　  ラ ジ ア ル フ ォ イ ル 軸 受
(23)(24)　  ア キ シ ア ル フ ォ イ ル 軸 受
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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